
※該当箇所に[⊇ コすること。

政 治 団 体 の 区 分

党

部

体

支

団

の

金資

党

治

政

政

政

政治資金規正法第18条 の2
第1項 の規定による政治団体

そ の 他 の 政 治 団 体

そ の 他 の 政 治 団 体 の 支 部

活 動 区 域 の 区 分

 

日

口

口

口

[
凹

口

内都泉

 

東

国会議 員関係政 治団体 の区分

政治資金規正法第19条 の7第1項m
第1号 に係る国会議員関係政治団体

政治資金規正法第19条 の7第1項pm
第2号 に係る国会議員関係政治団体

公職の候補者
の 氏 名 末松 義規

公職 の種 類継
(※)国会議員関係政治団体に関する特例の適用期間

筋
蔚

日

日

月

月

年

年

職
職
楽報告対無年の途中で国会議員関係政治団体に該当した場合又は該当しなく
なったSA合のみ記入のこと。

○

 書止
口報

 

支

○

収

(そ の1)

十185-0024

東京都国分寺市泉町3-37--1
塩 田ビル3F

主たる事務所の所在地

 

1

ぜいりしによるすえまつよしのりこうえんかい

資金管理 団体の指定 の有無

無国有口

(現 ・候)公職 の種類

資金管理団体
の届出を した
者 の 氏 名

(※)資 金 管 理 団体 の指 定 の期 間

施

藤

日

日

月

月

年

年

職
職

選械告対象年の途中で資金管理団体の措定 ・触消しをした場合のみ記入のこと。

税理士による末松義規後援会

り が な)

団 体 の 名 称

 

ふ

治

ー

政2

繁男八田代 表 者 の 氏 名

 

3

川畑 良会計責任者の氏名

 

4

年分

0!2!4!0!0!317!9!2!0!0!0!1!1

195,909円

28

 

職5

団体 コー ド

前年繰越額

川畑一良ova-2)o-[if2f

事務担当者の氏名

電話番号

受 付 審 査 確 認

ゾ

消 込 パ ンチ 照 合

面

圃

、



(その2)

Q
C

収 支 の 状

さ

況 圃
項 目 金 額 項 目 金 額

1収 入 総 額(D～(2)の 計
十億 百万 .■ 干

∂レ{o 幽ジ
H支 出 総 額1～2の 計

十億 百万

/榔 癩鍔
(1)前 年 か らの繰 越額

■ ■

逝ヒ傘ゲ
巳

-1経 常経費の合計(D ～(4)の 計
2 〆翰

(2)本 年の収入額1～6の 計 ル{計 ・/ (1)人 件 費

1個 人の負担する党費又は会費 日 ミ (2)光 熱 水 費

(党費又は会費を納入した人の数) 人 (3)備 品 ・消耗 品費 汐〆鯵
2寄 附(1)～(2)の 計

ii

園 〃
il

〃レρ (4)事 務 所 費 1
(1)寄 附の 区分 ア～ウの計 乖 〃 〃 0 2政 治活動 費の合 計(1)～(6)の 計 幽 お ソ

i

ア 個人からの寄附

●

(1)組 織 活 動 費

1(う ち特 定寄 附) (2)選 挙 関 係 費

イ 法人その他 の団体か らの寄附 (3)機 関紙誌 の発行 その他 の

事業費 ア～工の計 ノ1⊇ 2ウ 政治団体からの寄附 ♪1ρ〃ル 図3γ
(寄附の うち寄附のあっせんによるもの) ア 機関紙誌の発行事業費

(2)政 党匿名 寄附 イ 宣伝事業費

3機 関紙誌の発行その他の事業による収入 タピ〃 ウ 政治資金パーティー開催事業費

(1)(脇漏號 魏 縄騨甥簡 収入) エ その他の事業費
尋 一凝

(2)留2弊 竺敷 流隔 灘 蕗係る収人} (4)調 査 研 究 費

1(② の うち対価の支払いのあっせん1・よるもの) (5)寄 附 ・交 付 金

4借 入 金 (6)そ の 他 の 経 費

5本 部又は支部から供与された交付金に係る収入 備 考

6そ の他 の収 入(1)～(2)の 計 レ ク 『

(1)10万 円未満 の もの の計
Il

レ珍
(2)10万 円 以上 の もの の計 日 1皿 翌年への繰越額(1-H)ll{lUl/1ク{4ρ 修凶



C
O

○
●

(そ の3)

(3)機 関紙誌の発行その他の事業による収入

事 業 の 種 類 金 額 備 考一一
麟 〃毒羅 鰯耀

十億 百万 コ 干

メ」列 〃
1円

、ク 珍 越 彰 ヌシタ〃 朗 多壷'

一

こ の 頁 の 小 計 タ身〃 〃ψ
量

(注1)す べての事業収入を記載 してください。
(注2)同 一の事業収入は一行に計上してください。

(注3)政 治資金パーティーの うちで、1,000万 円以上のパーティーについて

は(そ の10)に 詳細を再掲してください。

(注4)合 計は最終頁に記載してください。

(注5)政 治資金パーティーは備考欄に開催日、開催場所を記載 してください。

合 計 ダβ 〃
1

グ診
■



N

○
○

嘲 (一)'

ピ 、
Kuノ

(そ の6)

(6)そ の他 の収入

一 金 額 備 考、 摘 要

†偲 百万 干 円

.

,

.

こ の 頁 の 小 計 ・ (注1)1件10万 円以上 の収 入は個別 に記載 し、10万 円未満 の収

入 は一括 して 「1件10万 円未満 のもの」欄 に記載 して く

だ さい。

(注2)「1件10万 円未満 の もの」 と 「合計」 は最終頁 に記載 し

て くだ さい。

/ フ1件10万 円未満 の もの

合 計 /に



◎
C

(_XJi

i>
lt
r一

(1,2,3の いずれ かに○ をつ けて くだ さい)(その7)

↓ 、

(7)寄 附 の 内 訳 寄附者の区分 咽 人 職 人 ・その他の団体 く騨 治団体

寄附者の氏名(文 は名称) 金 額 年 月 日 住 所(又 は所在地) 職業(又 は代表者の氏名) 備 考

主繕運痴 攣
十億 百万

:干
■

ノ ク 〃 どクo

円 半成

函 ク / 薪瀞蛎彦擁祷 ガ 麓雌
塑御壊纏墾

'1

ノ ク 〃 勿 粛 ク/
'r

趨 塑痂瀦 町)矛げ塑 磁観` '

こ の 頁 の 小 計 泌 〃 ク 〃 o
(注1)

(注2)

(注3)

に 、

{注4)

同一者からの年間5万 円超(5万1円 以上)の 寄附は

「計」を入れてください。

そ の 他 の 寄 附 }
盟

固別に記載 してください。

同一者か ら複数回寄附を受けた場合は、寄附をした者{団 体等)ご とに 「名寄せ」して年月日順
に記載 し、その者の最後に
「その他の寄附」と「合計」の欄は、個人、法人その他の団体又は政治団体の寄附者の区分ごと

最終頁に記載 してください。

同一本部 ・支部(選 管等へ届出たものに限る)か らの寄附や交付金は、(そ の5)に 記載 し
てください。合 計

i

)レρ 〃 〃つ



O
e

○
○

(そ の14) 1資金管理団体 ・国会議員関係政治団体用1
(1,2,3の いず れか に○ をつ けて くだ さい)

↓'

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項 目 別 区 分 L繍 横(三 鎚 梢耗蹟 陣 務膿

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称)
ノ

支出を受けた者の住所(又 は所在地) 備考
十偲 百万 干 円 械ll

Il

[1

!
I

l
II

lII

!

I

l

一
1

lI
l

111
1

11
1

}

1

ミ

1

1
1

こ の 頁 の 小 計
(注1)資 金管理団体は、5万 円以上の支出はすべて個別に記載し、5万 円未満の支出は1そ の

他の支出」に一括 して記載 してください。

(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、1
万円以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載 してください。

(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分ごとに、最後の頁に記載 してくださ
い。

そ の 他 の 支 出 タ/ 夕今
合 計

'

ノグタレ



(そ の15)

O
C

'
、

ノ

O
C

(3激 治活鹸 の内訳 ↓(・-9の 嚇 かに・をつけてくださの ↓ 脚 ごaこ 適莇 分類 して訓

項目別
区分

1・繊 濁 費 腿 挙関係費3識 関編 の発篠 類4宣 齢 類 嘱 灘 難 テイー

0そ の他の辮 瑚 査研究細 寄附・交付釦 その他の緻 ※記入必須

一 区分小分類畿 編 驚

支 出 の 目 的 金 額 年 月 日 支出を受けた者の氏名(又 は名称) 支出を受けた者の住所(又は所在地) 備考

遮
十億 百万 ≡

オふ
千

ク
円

妻3レ
半成

函 ク/ 虚)堪ゑ 衆飾 覇 麹 汐多ρ3■

一

こ の 頁 の 小 計
〆泳 ク 2 タシ

(注1)5万 円以上の支出はすべて個別に記載 し、5万 円未満の支出は
記載 して くだ さい。

(注2)国 会議員関係政治団体は、1万 円超(1万1円 以上)の 支出はすべて個別に記載 し、
以下の支出は 「その他の支出」に一括 して記載 してください。

(注3)「 その他の支出」と「合計」の欄は、右上の項 目別区分の(
載 してください。

(注4)費 目ごとに適宜、小分類 し、それぞれ別葉としてください。

1そ の他 の支 出」 に一括 して

そ の 他 の 支 出 ≡

妻
}
ミ

1万 円

)の中の項目ごとに、最後の頁に記
合 計

ミ

オ臣 ジ
≡

≧翔



(その17)

1資 産 等 の総 括 表

等産
C
●資 の

(

状 ○況

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分 有 無 備 考

ア 土 地 口 ㎡

イ 建 物 口 宙

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 口 財

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 口 厨

オ 欝 黛轡 及び当座預金を除く・)又は貯金樋 貯 口 虹

力 金 銭 信 託 口 面

キ 有 価 証 券 口 図

ク 出 資 に よ る 権 利 口 ゴ

ケ 貸付 先 ご との残 高 が100万 円 を超 え る貸 付 金 口 回

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 口 画

サ 取得の価額 が100万 円を超 える施設 の利用 に関す る権利 口
7'

虹
r〒

シ 借 入先 ご との残 高 が100万 円 を 超 え る借 入 金 口 瞬

※有無 について 団 して くだ さい。 (注)有 に団の揚合 は 「項 目別 区分 」 ごと(そ の18)が 必要です。



(そ の20) 宣

(

」
＼

㌔

、
r

、㌔

誓 書

o

c)

添付書類(別 添の とお り)

o

1

2

3

領収書等の写し

監査意見書(政 党本部及び政治資金団体に限る。)

政治資金監査報告書(国 会議員関係政治団体に限る。)

この報告書は、政治資金規正法に従って作成 した ものであって、真実に相違 ありません。

平成29年,,2月4日

政 治 団 体 の名称

会計責任者の氏名

纏`-as轍%嫉

幻 籾 一ダ (ililllii))

(↓代表者については、解散する年の収支報告魯にのみ記載すること。)

代 表 者 の 氏 名 ㊥

注1

(注2)

(注3) 国会議員関係政治団体は・宣誓書(そ の20)に 記載 した日付が政治資金監査報告書に記載 された 日付 と同 日か後の日付になるよう記載 して ください。

言青 壬 の氏 」 は、記 口又は し、 は必'酉 言 貝 壬 人が して だ い。
「代表者 の氏名 」欄 は、解散す る場 合に、解散 す る年 の最後 の収支報告書 にのみ記載 して くだ さい。



r

c.)

、
」
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政治資金監査報告書

平成29年5月25日

税理士による末松義規後援会

鍵∴ 一一 脇 綿
研修修了年月 日 平成20年10月100

1監 査の概要

(1)私 は、政治資金規正法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定 に基づ

き、税理士による末松義規後援会の平成28年1月1日 か ら平成28年12A31

日までの法第12条 第邑1項に規定する報告書並び に当該報告書 に係 る会計帳簿、明

細書、領収書等、領収書等を徴 し難かった支 出の明細:書等及び振込明細書(以 下 「会

計帳簿等の関係書類」 とい う。)に ついて、支出に関する政治資金監査 を行 った。

(2)こ の政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定めるところによ り政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関す る具体的な指針」(以 下 「政治資金監査マ

ニ ュアル」 とい う。)に 基づ き行 った。

(3)私 の責任 は、外部性 を有する第三者 として、国会議員 関係政治団体の会計責任者 の

作成 した会計帳簿等 の関係書類 について、政治資金監査マ ニュアルに基づき政治資

金監査を行った結果 を報告す ることにある。

(4)こ の政治資金 監査は、税理士による末松義規後援会 の主たる事務所 において行 った。

2監 査 の結果

私が実施 した政治資金監査 の結果は、以下の とお りである。

(1)法 第19条 の13第2項 第1身 に規定す る事項について、会計帳簿、明細書、領収

書等 、領収書等 を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書が保存 されていた。

(2)法 第19条 の13第2項 第 乞号に規定する事項 にっいて、会計帳簿には、当該 国会

議員 関係政治団体に係 るその年における支 出の状況が記載 され、かつ、当該国会議

員関係政治団体 の会計責任者が当該会計帳簿を備 えていた。

(3)法 第19条 の13第2項 第3舟 に規定する事項 にっいて、法第12条 第1項 に規定

する報告 書は、会計帳簿、明細書、領収書等 、領収書等を徴 し難 かった支出の明細

書等及び振込明細書に基づいて支出の状況が表示 されていた。

(4)法 第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項について、領収書等を徴 し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載 され ていた。

3業 務制限

税理士 による末松義規後援会 と私 との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違反す

る事実はない。



また、税理士 による末松義規後援会 と政治資金監査の業務 を補助 した使用人そ の他 の従

業者 との間におい ても、同様 である。

以 上

o

面

㌔
、

ノ

〆
k

r


